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～　本書のポイント　～

塗工（塗布・乾燥）プロセスの基礎と実践

第1章  塗工技術のノウハウ

　第1節  塗膜の開発品をRoll To Roll量産へスケールアップするために

　第2節　塗布の理論と実践 

　第3節　乾燥の理論と実践

第2章  良い塗布膜を得るためのコントロール技術

　第1節 塗布膜乾燥の基本とプロセス・現象・本質の

  理解&最適化と欠陥・トラブル対策

　第2節 基材への塗布層の形成、塗布液の塗布技術

　第3節 粒子の分散安定化と塗布乾燥における課題、添加剤による解決

第3章 塗布膜乾燥のシミュレーションモデル

　第1節 塗布膜シミュレーションモデル

　第2節 CFDを活用した塗工室の気流解析

　第3節 リチウムイオン電池電極の

 塗工・乾燥プロセスシミュレーションと性能予測

第4章 塗布膜のぬれ性・電極スラリーのレオロジー評価

　第1節 塗布膜におけるぬれ・広がり挙動、乾燥中の粒子挙動とその制御

　第2節 レオロジーおよびレオ・インピーダンス測定を用いた

    電極スラリーの特性解析
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第5章 トラブル対策

　第1節 ダイコーティングの基礎とトラブル対策

　第2節 塗布膜乾燥プロセスの解明・考察・本質の

 理解と塗布膜の設計、不良・欠陥対策への応用

　第3節 ウェットコーティングの全体技術を速習

　-単層・重層塗布方式おのおのの特徴、および塗布故障の原因と対策を理解-

　第4節 ダイ塗布プロセスの基礎とトラブルへの課題と対策

第6章 塗布の計測制御・検査

　　　　-電池電極専用オンライン厚さ計による計測と制御-

第7章 電池への塗布・乾燥技術と性能評価

　第1節 全固体電池材料 スラリー塗工技術開発

　第2節 波長制御乾燥システムを利用したリチウムイオン電池電極の乾燥

　第3節 充放電カーブから理解する電極の欠陥が及ぼす電池性能への影響

　第4節 リチウムイオン電池正極塗工の基礎と正極水系塗工の最新動向

　第5節 リチウムイオン二次電池材料の合成を

 指向したコーティング技術とその適用例

　第6節 リチウムイオン電池セパレータのコーティングによる機能付与

　第7節 PEFC触媒インクのスロットダイ塗工の塗工安定性

　第8節 リチウム電池電極の成膜プロセスと塗工技術
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工理論を学んだ後に、 製造部門の技術者として、生産性や品質向上に従事したが、 塗工論文は学術的すぎるし、現場情報はノウハウ的で、 勘所を

掴むまでには時間を要した。本書では、Roll To Roll塗工・乾燥の開発から製造までに携わる初学者から経験者までを対象にまとめた。理論と現場の実

践力を網羅した塗工技術が皆様から広まれば、機能性フィルム業界の発展にもつながるであろう。本書を読まれた皆様が塗工製造技術を高めて、新し
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